
は、太陽像半径が僅かに 2 ππなのである。

またニユーカーク・ フイルターとしてアマチュアーが使 うためには塩田和生氏の試みた (天

文ガイ ド・ 天体写真NOW″ 3″ 68頁参照)ガ ラス乾板による方法が適切かも知れない。 し

か し広島の宮原義幸氏のように、実際にNDガ ラス (ニ ユー トラル・ デンシテイ)を研磨 (自

作)して日食に持 って行かれた例もあるし、その他ガラス基板にビスマスを蒸着させる方法も

使われている (東京理科大学天文研究部・ オース トラリア日食観測報告)。

微細構造撮影用として、ニユーカーク・ フイルター法とは全く別の、たとえば対物 レンズの

前方に外部遮蔽円板を付ける方法も実用化 されている (ス トラ トスコープ、スカイラブの コロ

ナグラフ)。

どちら!の 方法を取るにしても、黒い太陽像中心 と、 フイルター (ま たは外部遮蔽円板)の中

心軸が一致 していないと、 どうにも使いものにならない写真が出来上ってしまう。常日頃の天

体写真に熟練 していないと、仲々成功 しない観測であることもよく知 っていてほしいのである。

アフリカ日食における新星発見さわぎ

この裏話をつけ加えようと思 った理由の一つは、或る時誰かに聞かれた質問の一つ「 アマチ

ュアーが撮 った日食写真が本当に役に立つか」 という問いかけに答えたいと思 ったからである。

或る天文雑誌に次のような記事が載 ったことがあった。

″6月 30日 (1973年 )に アフリカ大陸 を横断 しておこった日食で、ベルギー隊が-2

等星の新星 らしきものを発見したと報 じたが、 日食観測に参加 した木村精二氏、藤森賢一氏の

写真を東京天文台の天体掃索部で調査 した結果、同位置に新星はないと断定 した
″

7月 12日 付 IAU(国 際天文連盟)サ ーキュラーに次のようなニュースが載 った。 ケニヤ

で日食観測を行 っていたベルギー隊の 20枚の写真か ら-2.0等の新天体が発見されたという

内容である。 しかし日本か らのアマチュア観測団は、 どうもこの新天体を目撃 していないらし

いのである。

私は早速、アフリカか ら戻 って来たばか りの木村精二氏に連絡 して見た。「 成可く広角で日

食の情況を撮影したフイルムが見たぃ」 という頼みに藤森氏の標準 レンズ露出 7秒、木村氏の

1秒露出写真の 2枚が東京天文台に送 られて来た。

天体掃索部の香西洋樹氏 と私は、東京天文台南研の暗室で、早速 このフイルムを引伸器にか

茂秦
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けて、長い間相当する新天体を探が し求めた。

しかし電報による α (赤経)6h52口 0、  δ (赤緯)+5° 21′ の位置には、 -2.0等

な どという明るい天体は撮影されていないのである。早速、天文台か ら写真測定の結果、 3等

以上の天体は見付か らない旨の電報をSAO(ス ミソニアン)あてに打電 し、 7月 31日 付の

IAUサ ーキュラーで、この新天体ははっきりと否定されたのである。

日食観測のテーマの一つとして新天体の発見という項 目も含まれているが、このような新天

体の否定も、新天体の発見と同様に重要なことなのである。 天文学が一つ一つの観測のつみ重

ねであることを理解 されるならば、この標準 レンズに よる一枚の 35ミ リ・ フイルムか らのデ

ーターがどんなに大切なものかお分 りいただけると思 う。

木村氏の 35ミ リ・ フイルムは実は全く別途の観測計画の一つとして撮影されたものである

が、これについてはいづれ外の機会に説明することにしたい。

特集・今後の 日食観測を考える

昨年 9月 23日 に催されたアマチュア海外日食 10周年記念会のパネルディスカッションで

パネラーになられた 3氏 に原稿をお願いしました。  一 編集部 ―

今 後 の 日食観 測は 期 何 に あ るべ きか

山 下 俊 樹

今世紀中は日本では皆既日食がみられないという不運が、かえって大勢のアマチュアの海外

遠征という一昔前迄はみられなかったすばらしい現象を生み出すことになりました。 しかしそ

れは多額の費用と大きな労力や時間を費すことではあり、今後の日食観測のあり方が問題とさ

れるのは当然のことでしょう。

プロと同等の内容の観測、あるいはプロの行い難い分野を開拓することができれば、それは

すばらしいと思います。それはしかし簡単なことではなく、われわれの金力をあげた勉学と協

力し合 う組織が必要だと思います。それに加えて、創意創造の姿勢も不可欠でしょう。私自身

可能ならばこうした内容の観測研究をしたいと思います。こうしたレベルの高いものを目指す

方向に、今後のアマチュアはいくであろうと思います。

本来は、プロとアマチュアに区別はないはずだと私は思います。 しかし現実には立場も組織

も情報も大きな違いがあります。そうしたことも考えるとき、アマチュアの観測は最先端を切
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